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URL（ Uni fo rm Resource

Locators）は、インターネット上

に存在するリソース（情報資源）に付けら

れた統一的な名前です。通常WWWを利用

する際に用いられていますからWWW固有

のものであると思われがちですが、本来は

WWWとは独立に定義されているものです。

インターネットでは、過去との連続性を

非常に大切にしています。つまり、新しい

技術を導入する際にも、過去の資産を捨て

去るのではなく、利用できるものは継続し

て利用できるように考えられています。

WWWにおいても、インターネットの過去

の歴史の中で蓄積された情報を、再度

WWWの形式（つまりHTML）に変換して

利用するのではなく、そのままの形式で利

用できるようにすることが考えられました。

また、将来WWWに代わる新しい技術が誕

生したときに現在のWWWの情報を有効に

利用することまでも考えなければなりませ

ん。そこで、情報へのアクセスの方法や、

個々のアプリケーションでの情報の取り扱

い方法とは独立に、情報に名前を付ける方

法として考えられたのがURLなのです。

URLは、基本的に図1に示すような形式

で定義されます。<scheme>は、情報を転

送する手順を示しています。たとえば、http

というのは、HyperText Transfer Protocol､

つまり、HTMLで書かれた情報を転送する

ための手続き（プロトコル）を用いることを

意味しています。現在、この<scheme>の

部分に利用できるプロトコルとしては、図

2に示すようなものがあります。

<scheme-specific-part>は、個々のプ

ロトコルで決められた情報の格納場所（情

報の名前）を指定するためのもので、プロ

トコルごとに異なる形式が用いられます。

しかし、利用するプロトコルによって指

定の方法があまりにも異なっていると混乱

をまねくため、標準的な<s c h eme -

specific-part>が定義されており、インター

ネット形式と呼ばれています。インターネッ

ト形式の<scheme-specific-part>は、「//」

で始まり、図3のような形式となっています。

<user>:<password>、:<password>、:<

port>、/<url-path>は、標準の値でいい場

合、あるいは必要ない場合には省略するこ

とができます。

「//」は、インターネット形式であること

を示しており、<user>:<password>はサ

ーバーを利用する際の、ユーザー名とパス

ワードの指定、<host>はサーバーが動作し

ているコンピュータの名前、<port>はサー

バーにアクセスするためのポート番号、<url-

path>はサーバーの中に格納された情報の

中から、目的の情報を指定するためのセレ

クターです。たとえば、UNIX上のhttpサー

バー（httpd）の場合、ファイルのパス名が

用いられています。

つまり、たとえば、

http://www.foo.or.jp/japan/net.html

というURL の場合、h t t p を用いて、

www.foo.or.jpというコンピュータ上の

/japan/net.htmlというファイルをアクセス

するという意味を持ちます。

以上の形式が理解できると、図4に示し

たようなURLの意味は理解できるようにな

るでしょう。

雑誌に載っている、各種サイトにア

クセスするために使用するURLの

書式について教えてください。どん

なことが表現できるのですか？

（東創太さん）

このコーナーでは、みなさんから寄せられたインターネットに関する

質問や疑問についてお答えしていきます。

日頃からわからないなあと思っている疑問、困っていることなどありましたら

どんなことでもけっこうですから質問を編集部までお寄せください。

宛先は ip-faq@impress.co.jpです。電子メールでの回答はできませんのでご了承ください。

A. 

入門者のための Frequently Asked Question

<scheme>:<scheme-specific-part><scheme>:<scheme-specific-part>
d図1 URL基本形式
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回答者●砂原秀樹
奈良先端科学技術大学院大学
情報科学センター助教授
電気通信大学情報工学科助教授（併任）
WIDEプロジェクト・ボードメンバー。
日本でのインターネット普及のために
研究と後輩の指導に努めている。

メールアドレスについては、

RFC822に定義されています。

これによると、「@」の左側はローカルパー

トと呼ばれ、基本的にシステムごとに独自

に決められることになっています。ただし、

メールのヘッダ部分の解釈に支障をきたさ

ないようにするために、制御文字（コント

ロールキャラクタ）とスペース文字、そし

て以下の文字

( ) < > @ ; : \ " [ ]

は使わないということだけが決められていま

す。

したがって、これを見る限り

m o / r i . t a ! @ . . . .

というメールアドレスを作ることは可能なよ

うです。まあこれは極端な例としても、

Hideki .Sunahara@wide.ad. jp

といったメールアドレスは、よく利用されて

います。

しかし、実際にはローカルパートの部分

は、メールを受け取るコンピュータにおいて

ユーザー名などとして解釈されるため、メ

ールを受け取るコンピュータ上でのシステム

の制約に影響されることになります。

たとえば、UNIXシステムの場合、原則

としてログイン名をローカルパートとして用

いますから、ログイン名の条件（8文字以

内、大文字を含まないなど）に従わなけれ

ばならないことになります。ですから、ご質

問のようなものは残念ながら用いることは

できないわけです（/や!を用いることができ

ない）。

ただし、前述のHideki.Sunahara@wide

ad.jpのようなメールアドレスを処理するた

めに、UNIXシステムでは別名（alias）機

能を用いています。これを用いることで、多

少、自由度を高めることはできます。

しかし、メールアドレスはインターネット

上での自分の名前なのですから、極力わか

りやすく使いやすいものを選ぶようにするべ

きでしょう。

URLを用いることで、モザイクやネット

スケープなどのアプリケーションからさまざ

まな情報にアクセスできるようになっている

ことは、インターネットが持つオープンアー

キテクチャーという思想のもっともよい例だ

と思います。そして、これこそインターネッ

トの魅力なのだと思います。

なお、URLについてより詳しく知りたい

場合には、RFC（インターネットに関する

標準的な事柄をまとめた文書）1738を、

近くのanonymousFTPで入手し、参照す

るといいでしょう。

インターネットにおいてメールアド

レスというものがありますよね。ド

メイン名については6月号のFAQ

で説明がありましたが、ドメイン名

以前（@マーク以前、個人 ID？）

については特に規定はないのでしょ

うか。というよりも、"．”や"/"な

どの特殊な記号が入っていてもいい

のでしょうか？

たとえば「mo/ri.ta!@･･･」。

（森田一裕さん）

ファイル転送プロトコル。anonymous FTPなど 
へのアクセスで利用。 
WWWで利用される<scheme>の中心。HTMLを 
転送するためのプロトコル。 
Gopherサーバーへのアクセス用。 
NNTPによるNetNewsサーバーのアクセス用。 
telnetによるアクセス。 
WAISによる文書献策用。 
ローカルホストでアクセスできるファイルの参照用。 
 

ftp

http

gopher
nntp
telnet
wais
file

File Transfer Protocol

Hypertext Transfer Protocol

The Gopher protocol
USENET news using NNTP access
Reference to interactive sessions
Wide Area Information Servers
Host-specific file names

gopher://gopher.bar.co.jp/1 　　プロトコルgopherでコンピュータgopher.bar.co.jpのメニュー番号1に 
アクセス。 
ftp://ftp.moo.ac.jp/pub/README　　プロトコルftpでコンピュータftp.moo.ac.jpのanonymous FTPサー 
ビスを利用し、/pub/READMEというファイルにアクセス。 
telnet://suna:mufu@brains.cs.uec.ac.jp　　プロトコルtelnetでコンピュータbrains.cs.uec.ac.jpに、suna 
というユーザー名、mufuというパスワードでアクセス。 

nntp://newsspool.boo.ad.jp/ tnn.os.bsd-on-386/3453　　プロトコルnntpでコンピュータnewsspool.boo.ad 
.jpにアクセスし、tnn.os.bsd-on-386というニュースグループのアーティクル3453を参照。 

//<user>:<password>@<host>:<port>/<url-path>//<user>:<password>@<host>:<port>/<url-path>

d図2 標準的に利用されている<scheme>の例

d図3 インターネット形式

d図4 URL

A. 
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料金も安いし、端末機も安価、

しかも最初からデジタル方式が

利用されていてその通信速度が32Kbpsと

聞いてしまうと、いろいろと期待してしま

うのですが、実は、現状ではデジタル形式

でのデータ通信のための方式が決められて

いないため、この能力を完全に利用するこ

とはできないのです。そのため、現在、商

品および参考出品で紹介されている装置で

は、以下の2種類の方法でデータ通信をす

るようになっています。

1つは、アナログ方式の携帯電話などで

も用いられている方法で、通常のアナログ

モデムを接続し、データをいったんアナロ

グ信号に変換してPHS端末機に送り込ん

でやる方式です。この場合、デジタル信号

をいったんアナログ信号に変換し、また、

デジタル信号に変換するという無駄なこと

をしているため、4800bpsでの通信が限界

だそうです。公衆網での利用は可能ですが、

通信速度が遅く、実用的ではないでしょう。

もう1つの方法は、独自のプロトコルを

用い、トランシーバーモードと呼ばれる携

帯での利用にかぎり、32Kbpsで通信でき

るというものです（エラー訂正などの関係

で、実質的なデータ転送レートは24Kbps

程度だということだそうです）。トランシー

バーモードというのは、自宅などに設置さ

れる親機（コードレス電話の親機に対応す

るもので、PHS端末と直接通信を行う）

との通信や、PHS端末同士の直接通信に

用いられる通信形態で、残念ながら、公衆

網と接続してデータ通信ができるわけでは

ないのです。

というわけで、現状ではPHSを用いたデ

ータ通信は現実的ではありません。現在、

PHSでのデータ通信のための標準化作業が

進められており、それが決まるのを待たな

ければいけない状況です。しかし、デジタ

ル携帯電話に比べても32Kbpsという通信

速度は魅力的であり、今後が期待されると

思います。なお、現在販売されているPHS

端末に、接続用の端子が用意されているも

のがあるようですが、これらは標準が決ま

った時点でアダプタを接続するためのもの

で、残念ながら、現在この端子を利用する

ための装置は用意されていないようです。

というわけで、今すぐにどうしてもデー

タ通信したい場合には、デジタルムーバ・

ハイパーを利用されたほうがいいでしょう。

通信速度は9600bpsですが、MNPクラス

5とV.42bisもサポートされていて圧縮も可

能ですよ。

A. 首都圏では7月からPHSサービス
が開始されましたが、一部の機種に
はデータ通信のための端子がついて
います。雑誌などの記事では32K
のデータ通信ができると書いてあり
ますが、どのように接続するのでし
ょうか？また、回線側はINSとのこ
とですが、同期 32K や非同期
19.2Kでつなげるのか、一般的なモ
デムを接続するのか（28.8K）、圧
縮プロトコルは使用できるのか、な
どについて教えてください。デジタ
ルムーバは9600bpsモデムで圧縮
できないそうです。（小林和久さん）

インターネットを利用している

と「なんとかサーバー」という

キーワードにたくさん遭遇すると思います。

インターネットでは、メールやネットニュー

ス、WWW、anonymous FTPなど提供す

るサービスごとにサーバーが設置されるた

め、インターネットで提供されるサービス

の種類だけ、サーバーも存在することにな

ります。

では、サービスの種類の数だけコンピュ

ータも必要なのかというと、そんなことは

ありません。基本的に、サーバーはソフト

ウェアです。複数のサーバーを1台のコン

ピュータ上で動作させることができますか

ら、実際のコンピュータの数は少なくてす

むのです。

「それでもメールサーバーとニュースサー

バーのホスト名が違っているんだけど…」と

思う人もいるかもしれません。実は、これ

はホスト名として別名を利用することで、1

つのコンピュータに複数の名前を付けてい

るだけなのです（図5参照）。

このようにすることで、利用者が増えた

ためにコンピュータの負荷が増大し、コン

ピュータ（サーバー）の構成を変更しなけ

ればならなくなった場合でも、利用者側の

プロバイダーとのダイアルアップ

IP接続の契約が完了したので、プ

ロバイダーから送られてきたマニュ

アルに従って設定を始めました。し

かし、メールサーバーやニュースサ

ーバーなど、たくさんのサーバーの

設定をしなければいけないようで

す。インターネットには、いったい

いくつぐらいのサーバーがあるので

しょうか？ （揚 西樹さん）

A. 
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入門者のための 

変更は必要なくなるのです。つまり、サー

ビスごとに別名を設けることで、サービス

を提供するコンピュータが変更されても、別

名を変更されたコンピュータに移行させる

だけで、ユーザーからは同じ名前で利用で

きるため、変更による影響を最小限に抑え

ることができるわけです（図5）。

WWWのサーバーなどでもそうですが、た

くさんコンピュータがあるようでも、実際に

は1台のコンピュータでまかなわれているこ

とがよくあります。ホスト名をIPアドレス

に変換すると同じアドレスになっていること

がよくありますから、興味がある場合には

調べてみるといいでしょう。

メーリングリストは、実は、あ

るアドレスに送られてきたメール

をほかのアドレスに転送するUNIXのメール

エイリアス（Mail Alias）の機能を利用し

て実現されています。つまり、送られてき

たメールを他のアドレスに転送するかわり

に、メーリングリストのメンバー全員に転

送するわけです。

基本的に、メーリングリストのしくみは

図6のようになっています。メーリングリス

ト宛に送られたメールは、メーリングリスト

の宛て先になっているメールサーバー（メー

リングリストサーバーと呼ばれる。たとえば

party@impress.co.jpというメーリングリ

ストの場合、impress.co.jpのメールサーバ

ー）にメールが送られます。ここで、party

宛のメールは以下に転送しなさいという指

示が書かれているので、そこからメーリング

リストの各メンバーに配送されることになっ

ているのです。

最近では、自動登録やシーケンス番号の

添付、アーカイブの管理などを行うために、

メーリングリストサーバーで受け取ったメッ

セージをいったんプログラムで処理してから

配布するメーリングリストが多くなってきて

いますが、この場合でも、原理は同じです。

このように、メーリングリストを運営す

るためには、サーバーが必要になってくるた

め、ダイアルアップIPのユーザーが簡単に

設置することはできません（ちょっと工夫

するとできないことはありませんが、現実的

ではないでしょう）。そのため、いくつかの

プロバイダーではメーリングリストを設置す

るサービスを提供しています。どうしてもメ

ーリングリストを運営したい場合には、こ

ういうサービスを利用したほうがいいかもし

れません。

A. 

メーリングリストを実際に作ってみ

ようと考えているのですが、そのし

くみを教えてください。また、ダイ

アルアップ IPのパソコンユーザー

でも作れるのでしょうか？

（立川秀子さん）

d図6 メーリングリストのしくみ

party@impress.co.jp

foo@impress.co.jp
bar@wide.ad.jp
boo@itc.aist-nara.ac.jp

メンバー 

foo@impress.co.jp boo@itc.aist-nara.ac.jpbar@wide.ad.jp

メーリングリストサーバー 
（impress.co.jpのメールサーバー） 

mail
メーリングリスト宛メール 
 

SH

mail.impress.co.jp 
news.impress.co.jp 
ftp.impress.co.jp 
 

ホスト名 

別 名 

sh.impress.co.jp

sh.impress.co.jp

ネット 
ニュース 
サーバー 

メール 
サーバー 

FTP 
サーバー 

SH1

news.impress.co.jp 
 

ホスト名 

別 名 

sh1.impress.co.jp

sh1.impress.co.jp

ネット 
ニュース 
サーバー 

SH

mail.impress.co.jp 
ftp.impress.co.jp 
 

ホスト名 

別 名 

sh.impress.co.jp

sh.impress.co.jp

メール 
サーバー 

FTP 
サーバー 

同じ名前でアクセスできるのでユーザー側の変更は不要 ニュースサーバーを分離 

d図5 サーバーとホスト名
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